


生活



QAを読んでいただ
きながら、発表・
フィードバック時

のポイントを
確認してください。

発表例をもとに、
グループで発表しあう際の

イメージを持たせてください。

「ここでは、発表をするときやフィード
バック時のポイントについて学んでおきた
いと思います。鉛筆マークのところにQ＆A
がいくつか記載されていますね。読んでみ
ましょう」



グループでの発表を通じて、「どんな気づきがあったか」「他者か

らどのようなフィードバックがあったか」共有してくれる生徒を募

り、全体に向けて発表してもらう。



参照箇所・ポイント説明内容の例時間

●アウトプットワーク
・ワークブック49、50ページを使用し、自分自身の考えを整理していく。

25
分

●グループで共有
・2～5名のグループで記載した内容をお互いに共有する

グループの人数は残り時間に合わせて調整してください。
1グループの人数が多い場合は時間がかかります。

・グループ内での共有終了後、時間があれば教室全体で共有してくれる生徒、何名か
に発表してもらう。

・全体を通しての先生の感想を伝える。

20
分

■事後プログラム:４時間目終了後の振り返りワーク

＜準備するもの＞
ワークブック、スマートフォン
※生徒の皆様にはスマートフォンの充電をしておくことを事前にお伝えください。

◆進行トーク（例）
「◆名のグループに分かれましょう。先ほど記載した内容を各自共有してください。
時間は15分です。最後にみんなの前で発表してくれる人は何人か共有してもらいますね。
では、グループに分かれて共有を始めてください。」

◆進行トーク（例）
「49、50ページを開いてください。今回は自身の考えを
言語化していく時間になります。また、キャリア教育プロ
グラム全体についても振り返っていきましょう。好きな教
科、得意な教科については『なぜ好き（得意）なのだろ
う』と、深掘りをしてみてください。また、10年後にどん
な社会人になっていたいかは、出来るだけ具体的にイメー
ジして書いてみてください。２つが書けた人は、50ページ
の全体を通しての感想を書いてください。最後に書いても
らった内容をグループで共有してもらうので、しっかり書
いてくださいね。」

できるだけ具体的に記載するよう
お声がけください。

こちらですべてのプログラムが終了となります。
お疲れ様でした。

ワークブックを一度回収いただき、生徒のみなさんが記入した内容をご確認ください。

少しでも生徒のみなさんに役に立つプログラムがご提供できていたら幸いです。


